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　【第２部　優良従業員表彰と記念講演】

　第２部の記念行事では、ご来

賓を代表して、奈良県副知事の

奥田喜則様から、「地方創生とし

て産業育成が重要で、奈良県も

産業・観光等の切り口に計画を

進め、新技術や研究開発等の中

小企業支援施策を拡充していき

たい。」と挨拶を頂きました。

　優良従業員表彰式では、知事賞を奥田喜則副知

事様から、県議会議長賞を中村昭議長様から、日

刊工業新聞社社長賞を佐々木信雄東大阪支局長様

から、それぞれ授与頂きました。また受賞者に対し、

中村議長様からお祝いのお言葉を頂きました。

　　　＜各表彰者の紹介は３頁に掲載＞

　記念講演では、伊那食品工業㈱代表取締役社長

の井上修様に『いい会社をつくりましょう』と題し、

ご講話を頂きました。

　　　＜記念講演の概要は２頁に掲載＞

　【第３部　交流懇親会】

　第３部の交流懇親会では、奈

良県知事 荒井正吾様に「地方か

ら日本を元気にするべく、地方

創生に関して、９つの産業セク

ターを設けて産業興しに取り組

んで行く。特に観光・宿泊産業

に力を入れ、一層の県内経済の

活性化に取り組んで行きたい。」

とご挨拶を頂きました。

　続いて、奈良労働局長の吉野彰一様に乾杯のご

挨拶を頂きました。

　当日は県内の経済・行政・教育の各機関から多

くのご来賓のご臨席を得て、会員との交流・情報

交換が活発に行われて、有意義な場となりました。

　一般社団法人奈良経済産業協

会の平成 27 年度定時総会を７

月８日（水）に、奈良ロイヤル

ホテルにて開催しました。

　開会の冒頭、佐藤会長から、

『景気回復と言われるが中小企

業には恩恵を感じない。円安傾

向の定着を受け止め、企業が永

続するよう将来へ向けて挑戦しながら企業経営に

努力していきたい。会員の皆様が奈良県の経済を

引っ張って頂けるよう、当会も人材育成に重点に

おいて一層取り組むのでご支援をお願いしたい』

と挨拶されました。

　【第１部　定時総会】

　26 年度事業報告・収支決算、27 年度事業計画・

収支予算、及び役員改選の提案された全議案が、

原案通り満場一致で承認されました。

　特に、従来から取り組んでいる階層別・職種別

の人材育成事業を拡充し、非製造業・間接部門の

生産性向上に関する取り組みの充実、マイナンバー

等の法制化への対応、また会員相互の交流を深め

る場面の拡充などが承認された。

　役員改選では、異動に伴う新理事の承認と共に、

会長には引き続いて佐藤進会長（佐藤薬品工業㈱

社長）が再任され、また新しく副会長に、㈱イム

ラ封筒の井村守宏会長と㈱南都銀行の橋本隆史頭

取が就任されました。
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　ボーナス支給時には、「世の中の多くの会社は売

上げを伸ばすことを成長と考えているが、当社で

は社員一人ひとりの成長の総和が会社の成長」と

の会社の思い・考え方を伝えるようにしている。

　社員教育では、共に学ぶ姿勢を大事にしており、 

一人ひとりが相手の立場になって考えるようにな

ることが、人間的な成長であり、一人ひとりの成

長が会社の成長につながると信じている。

　また、何事でも小さな事にも心を込めることの

大切さ、それが人間としての底力を養うことにな

ると考え、例えば“履物をそろえる”等の日常の

些細なことを、誰でも出来ることを、続けること

の難しさ・大事さを伝えている。

　掃除も同じく大切にしている。言われてやる掃

除ではダメで、頭でなく体がまず動くよう、自分

自身が納得できることが大事。だから、会社が何

も言わなくても、休みの日に子ども連れや、産休・

育休の社員まで、落葉掃除に来てくれてもいる。

　これら社員を育て大切にする思いから、松下電

器産業㈱（現パナソニック㈱）創業者の松下幸之

助氏の言葉を借りて、「寒天を作る会社である前に、

人を作る会社でありたい」と言っている。

　寒天は健康にも役立つ食品であることは医学的

にも認められている。イスラム教の国ではラマダ

ン後に寒天を食べる文化があるなど、寒天は空腹

時に消化が良いことが知られており、これをもっ

と広げていきたい。さらに寒天が持つ良い面を活

かして、分解して出来るアガロオリゴ糖を利用し

た機能性食品の分野にも新しく取り組んでいる。

　塚越寛会長からは、“潰してくれたら困る”と言

われている。会社を継承することは、先代の意思

を受け止めることであり、否定してしまうと築き

上げてきた様々な“財産”を相続できない。先代

の意思を引き継ぎ、社是である「いい会社に」向

けて、一層取り組んでいきたい。

　　平成 27 年度　定時総会　記念講演

『いい会社をつくりましょう』
　　　　 伊那食品工業株式会社　代表取締役社長　井　上 　修 氏

　伊那食品工業㈱代表取締役

社長の井上　修様にご講話を

頂きました。同社は、業務用・

家庭用の寒天の製造をはじ

め、その技術を応用して化粧

品、医薬品等へも展開されて

おられ、特に家庭市場では「か

んてんぱぱ」のブランドで殊

に有名です。

　創業から 48 年間、増収増

益を達成され、国内シェア

80％、世界シェア 15％を占めておられます。

　社是は「いい会社をつくりましょう」で、言葉

通り、従業員、取引先、顧客、地域社会など会社

を取り巻くすべての人々にとって「いい会社」で

あることを目指しておられます。

　ご講演の要旨は次の通りです。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　本社は伊那谷にあり、標高が長野で最も高く、

気温の寒暖差が非常に大きく、これが寒天づくり

に適している。そのため伊那には、昔から寒天づ

くりの小さな業者が多数あり、伊那食品工業㈱以

前の昭和 28 年に寒天づくりを、当時で 2000 万円

借金してスタートした。

　寒天づくりは過酷な重労働であり、社員が来て

くれなかった。新卒の高校生を採用した時は１年

間継続してくれてほっとした。社員を大事にする

姿勢は当初から培われて今も息づいている。

　ある時、寒天を脱水するための重しが、誤って

作業者の足の上に落ちる事故があった。このよう

な危険な仕事を続けていたら将来はないと、借金

が残っていて苦しかったが投資を行って脱水機を

導入し、危険な作業からなくした。これにより、

危険な作業が無くなることで社員のモチベーショ

ンもアップしたと共に、品質向上にもつながった。

　少し前は当社も残業が多く、有給休暇の取得も

進んでいなかった。このため 2008 年に過去の有

給取得状況を調べて取得が少ないことから、10 年

以上勤続の社員には一律 90 日を復活させ、前年分

20 日と本年分 20 日を合わせ最大で 130 日を付与

した。これは、会社が本気で社員のことを考えて

いることを示したもので、社員の犠牲の上で、利

益が出る会社になっても仕方がないと考えている。

伊那食品工業㈱
代表取締役社長
井上　修 氏
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＜知事賞 創意工夫の部＞

株式会社ヒラノテクシード
辻　祥夫 氏

＜知事賞 優良従業員の部＞

株式会社 呉竹
荒井恵子 氏

－３－

　平成 27 年度 一般社団法人奈良経済産業協会 優良従業員表彰 受賞者一覧

　○知事賞
  　【創意工夫の部】

　　「高効率な新型バットスプライスの開発」

　　　株式会社 ヒラノテクシード　　　 辻　　 祥   夫

　　【優良従業員の部】　

    「仕事と家庭を両立させて会社の業績向上に貢献」

      株式会社 呉竹　                 荒　井　恵　子

○県議会議長賞 
    【創意工夫の部】

　「液体墨生産の機械自動化」

　  株式会社 呉竹                   野　田　盛　弘

  【優良従業員の部】　

　　「精励恪勤で会社の業績向上に貢献」

　株式会社 コクブ   　   　  　　 𠮷　川　　　薫

○日刊工業新聞社社長賞
  　【創意工夫の部】

　「ファインウェッジ（５μ /mm) の研究開発」

　　東洋スクリーン工業株式会社　　　河　野　秀　樹

　【優良従業員の部】　

　　「精励恪勤で会社の業績向上に貢献」

　ハウス食品株式会社　奈良工場 　 岡　本　美　香

○奈良経済産業協会会長賞
  　【創意工夫の部】

    「デジタル圧力計ユニット製作」

　　　光洋サーモシステム株式会社　　  中　村　達　也

　  「自部署による作動油コスト削減活動」

　　　ＧＭＢ株式会社　　　　　　　　　窪　口　卓　也

　  【優良従業員の部】　

　　「精励恪勤で会社の業績向上に貢献」

　株式会社 上埜タイル 　　　　　　　　　　　　吉　村　重　信

　株式会社 ウエムラ　   　　　　　　　　　　　下高谷　宏　二

　田村薬品工業株式会社　　　　　　　　　　　　浦　野　美　穂

　ハウス食品株式会社　奈良工場　　　　　　　　久　保　正　彦

　



マイナンバー制度対応セミナー　

人材育成委員会主催（H27.7.10） 

リーダーシップ・ＯＪＴ研修　

人材育成委員会主催（H27.7.2） 

　本年 10 月からスタートする

マイナンバー制度は、業種・規

模に関係なく、ほぼ全ての事業

所で対応が必要となり、実務面

で大きな負担が予想されます。

　そのため制度対応に向けて、

実務で使える仕組みづくりに

役立て頂くべく「マイナンバー

制度対応セミナー」を開催致し

ました。講師は、ＳＲＯ労働法務コンサルティン

グ代表で、特定社会保険労務士の杉本一裕様にご

講演を頂きました。

　セミナーでは、対応が必要となる事項や、懸念

される課題について、実践的にご指導頂きました。

　マイナンバー収集時における本人確認の方法と

取り扱い方法、また本人の同意はあっても目的外

利用の禁止など運用における注意点について、“や

らなければならないこと・やってはいけないこと”

を明確に区分したご解説を頂きました。

　また他に情報が漏れることを防ぐため、部屋を

分けたり・区切ったりして、マイナンバーを扱う

部署・担当のエリアを分けることや、保管する情

報システムへのアクセス制御を含む技術的なサー

バー運用のあり方、情報を取り扱う担当者の教育

など“適切に管理・運用する仕組みづくり”の重

要性をご解説頂きました。

　特にマイナンバーの運用では、マイナンバーを

扱う事業者との委託契約のあり方、従業員からマ

インバーの取得方法や故意に漏洩させた場合の懲

戒などの就業規則の見直し等の“必要な規程・手

順の整備”においては出来るだけ詳しく具体的に

作成する重要性をご解説頂きました。

　項目毎にチェックリストを設けて頂いて、マイ

ナンバー制度に取り組む点が明確になり参考にな

ったとの感想もありました。協会として継続して

マイナンバー対応の支援を行なって参ります。

　管理・監督者に求められる大

事な役割である「部下育成」に

対して、自身のリーダーシップ

醸成とＯＪＴの効果的な進め方

に向けて開催致しました。

　講師は、㈱メディン 代表経

営コンサルタント 西村　聡氏 

（元関西生産性本部・主任経営

コンサルタント）で、当会の人

事管理研究会やマネジメント研

修でもご指導頂いております。

　『リーダー』とは、信頼してついてくる人（フォ

ロワー）がいることが基本条件であり、部下に必

要な知識・情報・援助を与え、能力の育成を行い、

部下を通して組織の目標を達成させることが求め

られます。

　研修では、リーダーに求められる役割・仕事の

管理とその改善に向けて、わかりやすくご指導頂

いた後、自身のリーダーシップのスタイルと自己

の現状について分析を行い、今後の自己啓発とし

て何が自身に必要なのかを理解しました。

　ＯＪＴ・部下育成においては、部下や後輩にい

かに効果的に且つ有効的に知識を身につかせるか

『実践的な教え方』として、コミュニケーションを

重視しながら、知識を押し付けることなく、自ら

考えさせ、意欲をもたせる指導方法や注意点をご

指導頂きました。

　研修の後半では、ケーススタディー演習を行い、

部下指導について実際に起こりえる事例をモデル

に、管理・監督者としての適切な指導の観点や方

法、評価の仕方、フィードバックの在り方について、

具体的に検討し、グループ討議でさらに理解を深

めました。

　今後も、部下の個性を尊重しながら、自律的に

目標に向かって取り組む部下の育成と、活力ある

職場づくりに向けて幅広く取り組んで参ります。

－４－

㈱メディン
代表経営コンサルタント

西村　聡 氏

SRO 労働法務コンサルティング

代表　特定社会保険労務士

杉本一裕 氏



５Ｓ活動研修会

　　　　　　　　　　 　人材育成委員会主催（H27.7.30）

　女性が活躍され

ている企業を訪問

し、取組内容を学

ぶと共に、女性リー

ダーとの意見交換・

相互交流を通して、

活力ある職場づく

りに生かすべく「女

性リーダー懇話会」を開催致しました。

　第１回目は、大阪市北区にありますダイキン工

業㈱様を訪問し、人事本部 池田久美子課長様、野

間友惠様にお取り組みについてご解説頂きました。

　同社は、2001 年から女性活躍推進に取り組み、

男性管理職には性別の違いによる無意識の先入観・

固定的役割分担等の意識の払拭させる取り組み、

女性社員には長期的な視点で自らのキャリアを考

え、キャリアアップの意識を高める研修を実施し、

社内の意識改革をされています。

　両立支援では、子育てがキャリアブレーキにな

らないように、育児休暇早期復職に向けた支援策

として、子の病気・残業・出張等の必要時に保育

者を自宅派遣するサービスや保育所が決まるまで

サポートする保活サービスの利用の補助などを実

施されています。

　また、女性管理職の早期育成・登用に向けて、

20代の若手女性の中から将来性のある者を選抜し、

自身のレベル以上の仕事を任せ、厳しい状況下で

実行・成果を出せるように、強い意識・行動力を

培う経験をさせておられます。

　今後は、男女の生物学的な違い・行動特性を踏

まえた意識改革の取り組みを実施していくとのこ

とで、大変興味深いお話をいただきました。

　参加者からは、『他社で働く女性の方の意見・考

え方を知ることができてよい刺激を受けた』『働き

やすい職場づくりに向けた色々な取り組みに驚き

ました。』と感想を頂きました。

　現場改善活動の基本となる

「５Ｓ」の推進に向けて、５Ｓ

の基本的な考え方、具体的な活

動の実践ポイント、推進のため

のコツ・勘所・手法について、

各観点から幅広く系統立てて学

ぶための研修会を開催しまし

た。

　講師は、パナソニック　エコ

ソリューションズ創研㈱　技術製造研修センター

　ＴＷＩインストラクター　田中　豊　様にご指

導頂きました。

　５Ｓ活動の本質は、単に“きれい”にすること

でなく、職場に隠れるムダを発見・排除して、作

業者のやる気を向上させながら、生産性の向上や

付加価値を高め、職場に貢献する活動です。

　講義では、「５Ｓ」の真の目的を再確認し、５Ｓ

活動が進まない・定着しない原因の追究などを学

びました。

　５Ｓは全職場で取り組むのが基本ですが、難し

い場合は、５Ｓが必要となる部署やラインを１つ

選び、徹底して実践し、その改善結果を参考に全

部署へ水平展開していく方法が有効的です。

　５Ｓ活動は定着させることが難しく、時間が経

つとマンネリ化してしまう事があるので、５Ｓ・

改善活動等の勉強会開催や定期的な職場巡視、改

善事例発表会を行うなど、色々な仕組みを考え実

践していくことの大切さをご指導いただきました。

　また、各参加者が実際に行っている５Ｓ活動に

ついて交流を行い、「５Ｓ活動」の悩みや問題点、

改善方法などをグループ討議することで、相互啓

発にも繋がりました。

　５Ｓ活動は業種を問わず経営基盤を強化・向上

させる活動と言えます。これからも会員企業様の

５Ｓの改善課題の取り組みに向けて支援して参り

たいと思います。

 女性リーダー懇話会

　　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催（H27.8.25） 

－５－

パナソニック
エコソリューションズ創研㈱
ＴＷＩインストラクター

田中　豊 氏

ダイキン工業㈱
池田久美子様（左）野間友惠様（右）



　製造現場においては、「品質」

が基本であり最も重要です。

 品質・品質管理の考え方を理

解し、問題解決のストーリーと

手法を学び、強い現場づくりに

向けて、「品質管理研修」を開

催しました。講師は、ジン・コ

ンサルティング代表の西村　仁

氏にご指導頂きました。

　品質が向上すればコスト・納期も自ずと改善さ

れることから、経営に直結するものと言えます。

　研修では、広い意味がある“品質”を、設計品

質と製造品質に分解して、特に製造品質を向上さ

せる“品質管理”の取組方をご解説頂きました。

　不良を社外に出さない取組と共に、検査で不良

を取り除くのではなく、不良とバラツキを作らな

い“品質を工程で作り込む”ためには、ＱＣ的問

題解決の切り口から考えることが重要となります。

　問題解決すべき内容は、本来あるべき水準と現

状とのギャップをなくすことであり、問題の対策

よりも原因追及に重点を置くことが大切です。

産　学　リ　エ　ゾ　ン

品　質　管　理　研　修　会
（人材育成委員会主催（H27.8.28)

 第４回　H27 年 10 月 22 日　天理大学
 　　　　㈱飛鳥荘 代表取締役 伊藤隆司様
 第５回　H27 年 11 月 26 日　天理大学
 　　　　桜井木材協同組合 理事長 谷奥忠嗣様
 第６回　H27 年 11 月 ４日  奈良県立大学
         ㈱萬春堂 代表取締役社長　岩井俊樹様
 第７回　H28 年 １月 21 日  帝塚山大学
         奈良交通㈱ 代表取締役社長 谷口宗男様

今後の日程

　『住の地産地消　

　 　奈良県民の生活を支える』

　文部科学省が提唱する全国施策で、産学一体となり、奈良県内に在住し、県内企業に就職する人材を育成し、

県の経済発展に寄与することを目的として、大学講義の中に地元企業の代表の方を講師として招いて、企業

の社会的責任や将来展望、奈良の魅力、歴史等についてご講演頂いております。

第２回

桜井木材協同組合

理事長　谷奥忠嗣 氏

奈良女子大学　H27 年６月 23 日

　『県内の観光産業を

　　　　　発展させるためには』

第１回

㈱奈良ロイヤルホテル

代表取締役　山下　明 氏

奈良女子大学　H27 年６月 16 日

　『食の地産地消

　　 奈良県民の生活を支える』

第３回

㈱柿の葉すし本舗たなか

取締役会長　田中郁子 氏

奈良女子大学　H27 年７月 14 日

　原因追及を飛ばしたり・不十分だったりすると、

有効な対策が実施できないので、なぜ・なぜを繰

り返しながら真因まで掘り下げ、現状を数値化し、

対策を立案・実施し、効果を把握しながら、定着

させていく流れを、ＱＣストーリーに沿って事例

を挙げながらご解説を頂きました。

　また現状を把握・分析するために効果的なツー

ル“ＱＣ７つ道具”について、課題に合ったツー

ルの活用方法と共に、実際にＱＣ手法として最も

有効なパレート図の作成演習も行い、数値で課題

を見える化した改善の進め方を学びました。

　改善活動のコツは、全体でなく分解した課題を

１つずつ、優先度を持って失敗を恐れずに取り組

むことの重要性をご示唆頂き参考になりました。

－６－

Jin Consulting
　　西村　仁 氏
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　　　　　　　　　　　ＫＡＩＺＥＮ ・ 改善のすすめ      （第 10 回）　

１．ムダの削減

　改めて、“ムダ”とは付加価値を生まない作業の

ことです。生産性を高め、コスト削減につなげる

ためには、ムダを顕在化させ、ムダを削減し、価

値の作業の割合を高めていくことが重要です。

　今回は７つのムダの中で、「運搬のムダ・加工そ

のもののムダ」について、詳しく見ていきます。

２．運搬のムダ（３番目のムダ）

　必要以上に、モノを運んだり、人が移動しても

何も価値は増えません。移動の距離や時間を最小

にし、移動のムダをなくして、価値ある作業を高

めて行くように工夫することが重要です

①工程内における運搬のムダ

　人・モノの移動内容を詳しく分析し、レイアウ

トや移動方法、作業順序等を見直し、移動の距離

や時間を最小になるよう工夫することが重要です。

　そのため、次の視点に注意することが大事です。

　・モノの動線が長くなっていないか

　・人の動線が長くなっていないか

　・運搬のために積み替えや箱詰め等の作業が発

　　生していないか

　工場内の工程レイアウト図に、材料等が工程間

を移動している様子を線で示して見ます。移動距

離がわかるだけでなく、線がクロスしているとこ

ろや、同じ所を何度も通っていること、また工場

全体で見たとき各工程を移動する中で、ある地点

を必ず通って集中・渋滞している等が見えてきま

す。更に、仕掛品を一旦倉庫・待避所に移し、ま

た工程に戻す等の動きも顕在化でき、工程管理・

リードタイム短縮への改善材料が見えてきます。

②作業内における運搬のムダ

　作業工程で、必要な器具・材料を手に取ったり、

運んだりする場合も、上記①同様に、時間・距離

を最小になるよう工夫することが重要です。

　そのため、次の視点に注意する。

　・必要な器具・材料を近くに置いてあるか

　・取るときに邪魔にならないか

　・加工した物を送るのに距離が遠くないか

　・一旦置いたり、持ち替えたりしていないか

　詳しくは、次回「動作のムダ」で見ていきます。

３．加工・作業そのもののムダ（４番目のムダ）

　現在行っている加工や作業そのものが、本当に

必要なのか？なくすことは出来ないか？をよく検

討して、廃止又は工数を削減するよう改善してい

くことが重要です。

　具体的な例をあげると、

①エアによるホコリ取り

　････ ホコリそのものがつかないように工夫する

②穴を開けた時のバリ取り

　････ バリを出ないように、また出る量が少なく

　　　なるよう金型等を改良する 

③仕掛品等を積み替えている

　････ パレットや台車で工程を移動する際に、途

　　　中で積み替えないように工夫する。

　例にあるホコリ取りを行う理由を考えてみると

　なぜ①　材料にホコリがついてくる

　なぜ②　ラインの移動中にホコリが落ちてくる

　なぜ③　フィルターが汚れていて発生している

　この分析により、対策として、「フィルターを定

期的に掃除する」ことで、ホコリ取りの作業を削

減することが可能となります。

　これら以外にも、理由がわからないが昔から行っ

ている作業、標準作業が変わって不要となってい

るが行っている…等がよく見られます。やはり、

ゼロベースで作業内容を見直し、ムダな作業の削

減に取り組むことが重要となります。

　尚、原因を究明し、改善することで不具合をな

くすことが基本であり重要ですが、原因究明や対

策に時間を要する場合もあります。その間、不具

合を放置しておけないため、緊急対策が必要です。

上記の例であれば、ラインの上に段ボール等でフ

タをかぶせる（ホコリが落ちてこないようにする）

応急対策を実施して、その後に恒久対策を実施す

ることが大切です。

　ちなみに、エアによるホコリ取りは、ホコリを

空気中に巻き上げているだけで、ホコリそのもの

を除去していないことに注意が必要です。（巻き上

げたホコリが暫くしてまた落ちてくるので）

　次回は、引き続き７つのムダの各観点について

まとめていきます。

　前回に続いて、ムダを省いて付加価値を高めるために、「７つのムダ」の視点に沿って、具体的なムダ低

減への取り組み方・考え方についてまとめます。

－８－



－９－



人　事　 ・ 　労　務　の　勉　強　部　屋　
～労働災害防止のために＜後編＞～

（第 13 回）

（H27.9.10）

　業務上の行動によって発生する労働災害は、あってはならないことです。

　前回で説明しました「労働災害の防止策」の続きとして、「３．作業方法・環境」「４．管理」に関する要

因の対策を見直しましょう。

　＜労働災害の防止策＞

　　　３．作業方法・環境に関する要因の対処方法

　　　　　　①ヒヤリ・ハット活動

　　　　　　　・安全面で作業中に「ヒヤリとした」「ハッとした」事例を報告させ、対策を検討して、作業

　　　　　　　　情報や方法、作業動作などの不適切を取り除く対策を講じる。

　　　　　　②危険予知活動（ＫＹ活動）

　　　　　　　・作業者の危険に対する意識を高めて事前に事故を回避するため、現場や作業に潜む危険要

　　　　　　　　因や、それにより発生が予想される災害について話し合い、取り除く。

　　　　　　③３Ｓ活動

　　　　　　　・作業空間や環境の不良となりうる要因を、整理・整頓・清掃によって取り除いて、安全を

　　　　　　　　考慮した作業環境を整え、その環境の維持を図る。

　　　４．管理に関する要因の対処方法

　　　　　　①労働安全衛生法の遵守

　　　　　　　・労働安全衛生法に規定されている事項が職場内で守られているかをチェックすると共に、

　　　　　　　　担当する部署を設置して担当者を明確にする。

　　　　　　　・業種や規模によって異なるが、総括安全衛生管理者や安全管理者・衛生管理者・産業医等

　　　　　　　　を選任する義務があることから、求められる職務が遂行できているかを再確認する。

　　　　　　　・安全委員会や衛生委員会（毎月１回以上の開催義務）の設置義務の確認と、活動が形骸化

　　　　　　　　しないように、専門家による勉強会開催や他社の取組み事例を参考にする等のマンネリ化

　　　　　　　　防止策を図る。

　　　　　　　・設置義務の対象外の事業所についても、労働者の安全を守る仕組みは必要となるので、上

　　　　　　　　記の観点に沿った取組・対策を講じることが重要である。

　　　　　　※事業所の業種や規模により詳細が異なるので、労働局パンフレットを参照して下さい。

　　　　　　（参照：http://kyoto-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/var/rev0/0114/6740/ke_p150616_1.pdf）

　　　　　　②全員参加による安全管理活動

　　　　　　　・職場の安全パトロール員や安全ミーティングの進行役を当番制で全従業員に担当させ、自

　　　　　　　　らが職場をチェックすることで意識向上を図る。

　　　　　　③危険な作業の除去・低減活動

　　　　　　　・作業に伴う危険性や部材・材料の有害性をリスク分析し、除去・低減する優先度を確認し

　　　　　　　　ながら、対策を計画的に実施する。

　＜労働災害が発生した場合の対応＞

　　　上記対策を実施していても、万が一に労働災害が発生してしまった場合は、速やかに適切な対応が必

　　　要となる。そのため、日頃から従業員への周知・徹底を図り、事前に対応訓練を実施しておくことが

　　　重要である。

　　　　　　①事業所が提携している病院や職場責任者などの緊急連絡先（平日・夜間・休日別）や連絡方

　　　　　　　法を誰でもわかるように掲示しておく。

　　　　　　②事故の状況をできる限り正確に把握し、速やかに上司をはじめご家族や産業医等へ必要な連

　　　　　　　絡をする。

－ 10 －
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☆近鉄グループホールディングス株式会社

　　　　吉田　昌功　（取締役社長）

　  URL:http://www.kintetsu-g-hd.co.jp

　　　　　　   　 ↓

　近畿日本鉄道株式会社

　　　　和田林　道宜　（取締役社長）

    URL:http://www.kintetsu.co.jp

社名・代 表 者 変 更

ムダ取り・ＩＥ 研 修

　仕事の仕方や作業について、ＩＥ手法

（Industrial Engineering）を活用し、「ムダと

りによるシンプルで強い現場づくり」に向けて、

是非ご活用ください。
記

 と　き：平成 27 年９月 29 日（火）

　　　　　　 　９：30 ～ 16：30

 ところ：奈良県産業振興総合センター２Ｆ

 参加費 :10,800 円／人（税込・昼食・教材等含）

 申込み：９月 17 日までにお申込み下さい。

  　

　

代　表　者　変　更

株式会社 アーバン工房
　　　
【企業概要】

設　　立：昭和 44 年

資 本 金：4,240 万円

代 表 者：代表取締役 

　　　　　　原　　清　和

所 在 地：＜奈良支店＞

　　　　　〒 631-0022

　　　　　奈良市鶴舞西町 2-26-214 号

Ｔ Ｅ Ｌ：0742-40-1277

Ｆ Ａ Ｘ：0742-40-1277

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.urban-k.co.jp

従 業 員：20 名

事業内容：スペース企画から、デザイン、設計、

制作、施工・総合宣伝広告・販促ツール等のデザ

イン、印刷・コピー・データ出力ショップ・ホー

ムページ制作

　ショールームや店舗の企画、設計、施工。オフィ

スビルや商業施設などの内装工事。多種多様のサ

イン、パネル、看板制作、各種展示会、展示ブー

ス、イベントなどの企画、デザイン、運営、施工、

設営工事、カタログ、チラシ、ダイレクトメール、

会社案内、ロゴマーク等あらゆる印刷物のデザイ

ン、ホームページ制作に関わる業務、サイトの企画、

デザインからユーディング、ＣＭＳ（word press)

によるサイト、ブログ構築など、トータルでお客

様のご要望に合わせたホームページ制作をサポー

ト致します。

新　入　会　員　様　ご　紹　介

☆一般社団法人 奈良県銀行協会

　　　 （旧）植野　康夫　（会長）

　　　　　　　  ↓

　　　 （新）橋本　隆史　（会長）

大一薬品株式会社
　　　
【企業概要】

設　　立：昭和 31 年 10 月

資 本 金：1,000 万円

代 表 者：代表取締役社長 

　　　　　　中　林　孝　仁

所 在 地：〒 635-0153

　　　　　高市郡高取町大字下土佐 294 の 1

Ｔ Ｅ Ｌ：0744-52-3003

Ｆ Ａ Ｘ：0744-52-3388

U R L：http://www.eonet.ne.jp/~daiichiyakuhin/

従 業 員：６名　　

事業内容：医薬品原料・健康食品原料　卸売業

　弊社は、昭和 31 年に設立し、奈良県下の製薬メー

カー様を対象に医薬品原料などの販売を主目的に

営業を開始しました。

　現在は営業基盤も全国へ拡大し、健康を願う人々

とそれを支える人々の信頼に応え、社会に貢献で

きる企業を目指し、全社一丸となって頑張ってい

きたいと思います。

－ 12 －


